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研究成果の概要（和文）：本研究の目的である「ストックされる良質な住宅」を実質化するために必要な空間構
成要素について、５つの調査と６つの実験を通して得られたデータを統計的に分析し、地域性や風土が建物の価
値などに影響する要因について考察した。得られた結果は、関連する国内学会および国際会議にて研究成果とし
て発表した。また、調査や実験と並行して、重要伝統的建造物群保存地区、木造住宅密集地域、大規模住宅団
地、日式住宅（台湾)などを巡検し、研究計画時に考えが至っていなかった要素を継続的に探求した。日本のみ
ならず「良質で継続性のある住宅」を実質化が課題となっている地域は少なくない。今後は、海外研究者との連
携した取組みも進めたい。

研究成果の概要（英文）：We conducted five surveys and six experiments to statistically analyze the 
data obtained regarding the spatial configuration elements necessary to realize "high-quality 
housing that can be stocked." We examined the factors influencing the value of buildings, such as 
regional characteristics and climate, through these investigations. The results obtained were 
presented as research findings at relevant domestic academic conferences and international meetings.
 Concurrently with the surveys and experiments, we continuously have explored elements that were not
 initially considered in the research plan by visiting significant traditional architectural 
preservation areas, densely populated wooden housing areas, and Japanese-style homes (in Taiwan), 
among others. The challenge of realizing "high-quality and sustainable housing" extends not only to 
Japan but also to many other regions. In the future, we aim to further collaborate with 
international researchers.

研究分野：環境心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
建物が未来の住み手に対して魅力的存在であり続けるために必要な要素、長期に渡って魅力を保つ建物の物理的
側面と心理的側面について探究した点に学術的意義がある。未来の住み手に住み継がれる割合を上昇させ、平均
寿命を延ばす手法の提案につながると期待される。また、建物寿命を全うする建物を増加させることで、地域住
民の景観や建物への意識や価値観を変化させ、地域への思慮を深められる。建物の平均寿命を延ばすことは、地
域づくりや地域景観への長期的な思慮を促進し、社会の成熟に寄与する。本研究の成果は、建築に起因するまち
づくり問題の改善に加えて、長期優良住宅の普及に関わる有効な資料となり得る点に社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
平成 21 年以降、長期優良住宅の普及が推進され、住宅の寿命を延ばす創意工夫が技術面で顕
著に見られる。例えば、耐震性・耐久性・省エネルギー性の向上、メンテナンスの簡便さ、間取
り変化への対応などを支える技術および関連研究の充実があげられる。その一方で、10年 20年
後にそれらの住宅にどのような評価がくだされるのかに関する予測について、人間（特に住宅の
購入を考えている一般人）の側から検討する研究は少ない。そのためか、新築時に高く評価され
る建物は増加しているとされるものの、建物寿命を全うすることなく（平均寿命は 26年間、『平
成 8年建築白書』参照）取り壊される建物が国内には多い。一方、平成 10年の住宅・土地統計
調査によれば、全国の住宅数は総世帯数 4,436万世帯に対して 5,025万戸と、戸数面での充足は
進んでいるが、平成 10年住宅需要実態調査によれば、約 1/3の世帯が住宅及び住環境に不満を
感じている。物件と住み手のアンバランス（部屋数や広さなど）、物件の魅力欠如とされる事例
が少なくない。この点については、土地と比較して建物を将来の財産とする認識が稀薄であり、
中長期的な視点に立った建築意匠および計画、維持管理への投資が消極的な傾向にあるためと
思われる。本研究の成果によって、物理的な空間だけでなく、建物が存在し続ける時間への意識
を高め、上述したような建築デザインに関わる規範や問題を改善できると考える。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は「良質で継続性のある住宅」を実質化するため、未来の住み手に対しても魅力的であ
り続けるために必要な空間構成要素の探究を目的とする。住宅のストック率を向上させ、地域の
景観保全に寄与し、住民の地域への思慮を高める、そのような循環は「まち」への無関心を低下
させ、地域の文化的問題などを改善できると考えられる。世代を超えて住み継がれる建物が比較
的多く残存する地域を主対象として、それらの建物を取り巻く諸条件の変遷（増改築の具体的な
内容や関係者の意識など）を含めて、実測調査および環境心理調査を実施する。 
 
 
３．研究の方法 
先行研究をふまえ、既存物件を対象に 1)実測および性能調査を、2)地域住民・行政・物件を探
す人が感じる「建物価値（魅力）」について環境心理調査を、実施する。専門分野の異なる共同
研究者とともに学際的な見地から、長期に渡って魅力を保つ（もしくは、その可能性が高いと判
定される）住宅の物理的側面と心理的側面を分析し、その相互関係を解明する。 
 
 
４．研究成果 
本研究の目的である「良質で継続性のある住宅」を実質化し、未来の住み手に対しても魅力的
であり続けるために必要な空間構成要素を、以下の５つの調査と６つの実験———既存住宅の外観
評価に影響する要素(1.劣化や汚れ、2.主に屋根形状と開口部の面積、3.外構および屋根形状と
木質部の面積)に関わる 3 つの標本調査、それらの結果に基づいて戸建て住宅の外観(1.劣化や
汚れ、2.開口部の面積、3.木質化率)を画像加工によって段階的に変化させた 3つの実験室実験、
実際の建物に劣化や汚れを再現して評価させた現場実験、日本とマレーシアの住宅(店舗も兼ね
る)を対象とする実測調査と建物に関わる印象評価実験———を通して得られたデータを統計的に
分析し、地域性や風土が建物の価値などに影響する要因について考察した。 
 

 
図１．確認した劣化や汚れの一例 

 
 



 
図２．実験にて再現した劣化や汚れ 

 

 
図３．実験時の再現作業 



     
図４．開口部 20%に統制した事例   図５．比較分析に用いたマレーシアの住宅の一例 
 
なお、取組み期間中に生じた COVID-19 感染拡大による活動自粛の影響を受け、期間を延長し
た。最終年度においては、日本の住宅を実験刺激とする印象評価実験をマレーシア人に対して実
施し、同様の手続きをもって日本人から抽出されたデータと比較分析した。そこから、地域性や
風土が建物の価値などに影響する要因などについて考察した。これまでの取組みにおける結果
と同じように、建物の構成要素から地域と関係性の強い要素などを感じ取り、それらを比較的多
く含む建物についてより高い価値を見出し残したいと評価する傾向が見られた。特に自国の建
物における傾向が高かった。この比較分析の内容については、国際会議にて研究成果として発表
した。また、調査や実験と並行して、重要伝統的建造物群保存地区、木造住宅密集地域、大規模
住宅団地、日式住宅（台湾)などを巡検し、研究計画時に考えが至っていなかった要素を継続的
に探求した。日本のみならず「良質で継続性のある住宅」を実質化が課題となっている地域は少
なくない。今後は、海外研究者との連携した取組みを試みるとしたい。 
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